
志布志港「命のみなとネットワーク」 緊急支援物資輸送訓練

○大規模地震が発生し大隅地域において孤立集落が発生した場合などを想定して、“みなと”を活用した災害対応の強化を図るため、
志布志市、鹿児島県、九州地方整備局及び建設業界が連携し、海洋環境整備船を活用した緊急支援物資輸送訓練を行いました。

１．実施日 令和６年５月２０日（月）１３：００～１３：４０

２．訓練内容 -
①港湾施設点検

②情報伝達訓練（国・地方公共団体による連絡・調整）

③海煌による水深確認訓練

④緊急支援物資輸送訓練

・緊急支援物資を荷下ろし後、運搬車へ積込み・避難所へ搬出

・別の支援船に物資を積み込み、大隅地域の被災地に二次輸送

３．使用船舶 海洋環境整備船「海煌（かいこう）」（熊本港湾・空港整備事務所所属）

４．参加機関 志布志市、鹿児島県、九州地方整備局志布志港湾事務所
鹿児島県港湾漁港建設協会、志布志市ふるさと協議会 計４０名
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